
歯科衛生士が担う歯周基本治療では、診査を行い、各種資料を採得し、

適切なSRPの実施後に再評価をしても改善しないケースに遭遇した経験

があるのではないでしょうか。歯周基本治療を成功させるには、SRPの技

術力はもちろん、生活背景や食生活など多くのポイントを考慮しながら、つ

ねに原因を探り、解決策を導き出す必要があります。

本書では、臨床歴30年の著者がこれまで積み重ねてきた経験と知識に基

づいて、SRPにまつわるさまざまなお悩みを解決します。歯科衛生士はもち

ろん、若手の歯科医師、スタッフ教育中の院長など、SRPにかかわるすべ

ての人にお読みいただきたい１冊です。
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